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いる。更に，小型空気清浄器の臭気除去性能は，喫煙臭を対象とした場合で臭気捕集率は 20 - 60 %、臭気減衰率
は 15 - 30 %であり，浮遊粉塑除主性能に比べて幾分低い値であることを明らかにし小型空気清浄器の臭気除去
性能を向上させる方法として，浮遊粉壁除去フィルタ，臭気除去フィルタ及び送風量の総合的な性能の向上が必要で
あることを提示している。
(5) 小型空気清浄器を用いた室内空気質の改善目標として室内の汚染物質の濃度が 10 分の l になるまでと設定した
場合，小型空気清浄器の浮遊粉壁除去性能，臭気除去性能のデータが有効に利用できることを実証している。
以上のように，本論文は，室内空気環境における空気質を改善することを目的として，体臭が主な汚染源となる室と
喫煙が行われている室の必要換気量を提案している。さらに小型空気清浄器の性能評価方法の提案とその性能を明ら
かにし，積極的に室内空気質の改善方法を確立している。これらの成果は，建築環境工学に寄与するところが大きい。よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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